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平成１４年度高梁川水防演習
た か は し が わ

国土交通省中国地方整備局と岡山県は、

４３団体、１５００人が参加する大規模な水防演習を高梁川において開催します。

この演習は、高梁川流域で降った２５０㎜の雨により、高梁川流域の全域にわたって洪水が
発生するという想定のもとに、流域の２７市町村の水防団等による水防工法訓練（積み土のう
工、シート張り工、竹流し工、月の輪工等）、情報伝達訓練、陸上自衛隊等による人命救助訓
練、避難誘導訓練を中心とした水防演習を行います。演習には、国土交通大臣政務官 森下博
之、中国地方整備局長、岡山県知事、倉敷市長を始め、高梁川流域の市町村長が出席します。

また、倉敷市立西阿知小学校児童とともに「土のう作り」に汗を流します。
その他、展示コーナーでは水防工法パネル、災害対策用車両、野外浴場、野外支援車（移動

式トイレ）、雨量や水位の状況を表示するパソコンなどの展示を行います。

日時：平成１４年６月２日（日）
９時００分～１２時３０分

場所：岡山県倉敷市西阿知地先
く ら し き し に し あ ち

高梁川左岸河川敷（船穂橋上流）

○問い合わせ先
・国土交通省中国地方整備局

電話番号 昼 間：（０８２）２２１－９２３１（代表）
夜 間： ９２３８（直通）

(担当) 河川部 河川管理課長 秋山 良壮（内線3751）
(担当) 河川部 河川管理課長補佐 岸本 芳雄（内線3752）

・国土交通省中国地方整備局 岡山河川工事事務所
電話番号 昼夜間：（０８６）２２３－５１０１（代表）

(担当) 副 所 長 松本 秀 （内線 205）應
(担当) 調査設計課長 佐藤 秀樹（内線 351）

・岡山県
電話番号 昼夜間：（０８６）２２６－７４７８（直通）
（担当）土木部河川課 谷本 欣也（内線3472）
（担当）土木部河川課 高田 豊和（ 〃 ）

（広報担当窓口）
国土交通省中国地方整備局 広報広聴対策官 川上 和雄（内線2117）
国土交通省中国地方整備局 企画部環境審査官 森山 利夫（内線3114）



水 防 演 習 実 施 概 要

１．目 的
洪水による被害の発生を未然に防止し、被害を最小限にくい止めるためには、関係機関との密接な

連携のもとに迅速かつ円滑な水防活動を行なう必要があります。

このため、高梁川における洪水を想定し、国土交通省・岡山県・水防管理団体をはじめとする関係

機関及び地域住民の参加のもと、情報伝達・水防工法・人命救助・避難訓練を中心とした水防演習を

行うことにより、水防団員等の志気高揚を図り、水防工法技術の練磨に努めるとともに、地域住民の

水防意識の普及啓発を図り、水防体制の万全を期するものです。

２．主 催
国土交通省中国地方整備局

岡 山 県

３．参 加 機 関
国土交通省中国地方整備局 岡山県

倉敷市 笠岡市 井原市 総社市 高梁市 新見市 早島町 山手村 清音村 船穂町

金光町 鴨方町 寄島町 里庄町 矢掛町 美星町 芳井町 真備町 有漢町 賀陽町

成羽町 川上町 備中町 大佐町 神郷町 哲多町 哲西町

岡山地方気象台 陸上自衛隊第13旅団・第13特科隊 日本赤十字社岡山県支部

倉敷市赤十字奉仕団 岡山県警察本部 倉敷警察署

笠岡地区消防組合消防本部 井原地区消防組合消防本部 新見地区消防本部

西日本電信電話(株)岡山支店 中国電力(株)岡山支社 ㈱エフエムくらしき

中国地方防災エキスパート 倉敷市立西阿知小学校

４．後 援
全国水防管理団体連合会 山陽新聞社 岡山日日新聞社

朝日新聞社岡山支局 毎日新聞社岡山支局 読売新聞社岡山支局

産経新聞社岡山総局 中国新聞社岡山支局 日本経済新聞社岡山支局

日刊工業新聞社岡山支局 （社）共同通信社岡山支局 時事通信社岡山支局

ＮＨＫ岡山放送局 山陽放送 岡山放送

西日本放送 ＫＳＢ瀬戸内海放送 ＴＳＣテレビせとうち

倉敷ケーブルテレビ 玉島テレビ放送 （社）日本河川協会

（財）河川情報センター (社)中国建設弘済会

５．開 催 日 時 ・ 場 所
日時：平成１４年６月２日（日）９時００分～１２時３０分
場所：岡山県倉敷市西阿知地先

高梁川左岸河川敷（船穂橋上流）



中国地方整備局における水防演習について

国土交通省は、河川の洪水による被害から地域住民の生命・財産を守るため、堤
防・護岸等の河川改修やダム建設等の治水施設の整備促進を図っていますが、洪水
による被害を未然に防止し、また、被害を最小限に食い止めるためには、市町村等
の水防団・消防団による水防活動が重要となっています。

このため、国土交通省では水防演習を実施することにより、水防技術の向上と水
防体制の強化を図り、国民の水防に対する理解と協力を得るとともに、水防の重要
性、水防意識の普及啓発を図っています。

中国地方整備局では、県・市町村と協力して昭和 年度より、毎年中国５県の58
いずれかで水防演習を実施しており、平成 年度は岡山県の高梁川で行います。14

〈中国地方整備局 水防演習の経緯〉

開 催 年 月 日 開 催 県 水 系 名 演習場所

第 回 Ｓ 広島県 太田川 広島市西区打越1 58. 5.27
（金） 太田川放水路左岸

第 回 Ｓ 岡山県 旭 川 岡山市西河原2 59. 6. 1
（金） 旭川左岸

第 回 Ｓ 島根県 斐伊川 出雲市武志町3 60. 5.31
（金） 斐伊川右岸

第 回 Ｓ 鳥取県 千代川 鳥取市西品治4 61. 5.28
（水） 千代川右岸

第 回 Ｓ 山口県 佐波川 防府市古祖原5 62. 5.15
（金） 佐波川左岸

第 回 Ｓ 広島県 江の川 三次市十日市町6 63. 5.17
（火） （上流） 馬洗川左岸

第 回 Ｈ元 岡山県 高梁川 総社市井尻野7 . 5.25
（木） 高梁川左岸

第 回 Ｈ 鳥取県 天神川 東伯郡羽合町田尻8 2. 5.23
（水） 天神川右岸

第 回 Ｈ 島根県 江の川 江津市渡津町9 3. 5.21
（火） （下流） 江の川右岸

第 回 Ｈ 山口県 佐波川 防府市古祖原10 4. 5.22
（金） 佐波川左岸

第 回 Ｈ 広島県 太田川 広島市安佐南区川内11 5. 5.20
（木） 太田川右岸

第 回 Ｈ 岡山県 吉井川 邑久郡邑久町豆田12 6. 5.31
（火） 吉井川左岸

第 回 Ｈ 鳥取県 日野川 米子市上福原13 7. 5.25
（木） 日野川左岸

第 回 Ｈ 島根県 高津川 益田市高津町14 8. 5.16
（木） 高津川左岸

第 回 Ｈ 広島県 芦田川 福山市御幸町15 9. 5.28
（水） 芦田川左岸

第 回 Ｈ 岡山県 百間川 岡山市米田地先16 10. 5.29
（金） 百間川右岸

第 回 Ｈ 鳥取県 千代川 鳥取市西品治地先17 11. 6. 4
（金） 千代川右岸

第 回 Ｈ 島根県 斐伊川 出雲市武志町地先18 12. 6. 3
（土） 斐伊川左岸

第 回 Ｈ 広島県 江の川 三次市十日市地先19 13. 5.27
（日） （上流） 馬洗川左岸

第 回 Ｈ 岡山県 高梁川 倉敷市西阿知地先20 14.6.2
（日） 高梁川左岸



高梁川水防演習スケジュール表 （９：００～１２：３０）
　

８ ：００ ８ ：３０ ９ ：００ ９ ：３０ １０ ：００ １０ ：３０ １１ ：００ １１ ：３０ １２ ：００ １２ ：３０

準備 （　　事　　　務　　　局　　　各　　　班　　）

交通誘導 （　事　　務　　局　　）

市内広報訓練 （倉敷市広報車）

音楽演奏 （倉敷市消防音楽隊）

開会式

演習想定・水防警報 （演習本部・国土交通省ヘリコプター）

情報伝達・上空監視訓練

演習本部長指令 （河川パトカー・中国地方防災エキスパート）

河川巡視訓練 （河川パトカー）

災害情報通報訓練

緊急情報伝達訓練 （国土交通省河川パトカー） （エフエムくらしき）

水防工法訓練（準備工班） （水防準備工班）

工法視察 （工法視察班）（水防工法体験）

避難誘導・交通規制訓練 （倉敷市・倉敷警察署・倉敷市消防団・

広報訓練 西阿知小学校児童・保護者）

排水ポンプ車運転訓練 国土交通省排水ポンプ車

水防工法訓練（第１実施班） （水防第１実施班）

工法視察 （工法視察班）

日赤救護所設置訓練 （日本赤十字社岡山県支部）

陸上自衛隊派遣要請・到着出動 （倉敷市長・岡山県知事・陸上自衛隊）

給食・給水訓練 （陸上自衛隊・水道局・赤十字奉仕団）

仮設橋架設訓練 （陸上自衛隊）

緊急物資輸送訓練 （陸上自衛隊・自衛隊ヘリ）

日本赤十字社岡山県支部・倉敷警察署）

通信設備災害復旧訓練 （ＮＴＴ西日本）

配電線災害復旧訓練 （中国電力）

水防工法訓練（第２実施班） （水防第２実施班）

工法視察 （工法視察班）（水防工法体験）

情報収集訓練 (岡山県警察本部・県警ヘリ）

被災地偵察訓練 （陸上自衛隊）

人命救助・救護訓練  （岡山県警察本部)

　・人命救助 (日本赤十字社岡山県支部）  （倉敷市消防局・岡山市ヘリ)

　・救助・搬送  （陸上自衛隊･自衛隊ヘリ)

閉会式

後片付け  調整代   （事務局）








